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ローズホテル横浜 （横浜市中区山下町77番地　総支配人 渡部 一樹）、株式会社重慶飯店(横浜市中区山下

町 185 番町/代表取締役社長 李 宏道)は、世界の飢餓や栄養不足とその解決策について考える、10月16日 

世界食料デーに向けた国連WFPの「世界食料デーキャンペーン2019 Zero Hunger Challenge for AFRICA 食

品ロス×飢餓ゼロ」に参加し、8月1日（木）～10月31日（木）に提供した、ポンドステーキの下処理で出る

牛すじ肉を利用した「牛すじカレー」と「番餅切り落とし」の売上金１０% の寄付金目録を、11月26日（火）

付、国連WFP（特定非営利活動法人 国際連合世界食糧計画WFP協会）へお届けしました。寄付金は、アフリカ

における学校給食支援に役立てられます。

 今後も食の街横浜中華街の企業として、食品ロス削減に取り組む姿勢を大切に、ＣＳＲ・地域社会への貢献

活動を継続して参ります。
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番餅切り落とし

CSRは企業が利益を追求するだけでなく、組織活動が社会へ与える影響に責任をもち、

あらゆるステークホルダー（利害関係者：消費者、投資家等、及び社会全体）からの

要求に対して適切な意思決定をする責任を指す。CSRは企業経営の根幹において企業の

自発的活動として、企業自らの永続性を実現し、また、持続可能な未来を社会ととも

に築いていく活動である[1][2]。企業の行動は利益追求だけでなく多岐にわたるため、

企業市民という考え方もCSRの一環として主張されている[3]。

貢献度の指標としては功利主義的なSROI（社会的投資利益率）を挙げることができる。数値指標はピグー税に議論されるような検証不可能性という問題が残る。
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